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• スクエア医薬品株式会社. (SPL)について:
SPLはバングラディシュで人間医学、動物健康管理・農作物管理の製品を

製造販売し、全世界44か国に製品を輸出している。
• 収益：5億9,700万米ドル（2018-19年度）
• 従業員数：12,970人

• 職務・管轄：
人事戦略の立案及び実施
会社の発展と労使関係の調和
重要な人事課題（人材確保、業績管理、給与、研修・人材開発、雇用管理、継続雇
用の改善及びその計画策定、計画継続）

文化的変化



概要：主要な実施分野

1. 人材の発掘及び育成

2. キリン・メンタリングプログラム

3. 労働組合や参加委員会との建設的な関係

4. 日本の経営システム（カイゼン、5S、カンバン）の導入

5. 研修

6. 課題



将来のリーダーを発掘し、育成する

HIDA/AOTSプログラムから学んだことの実践

人材の発掘と育成を目的としたメソッド
の開発

 評価の主要4分野：業績、潜在力、顧客満足度、同僚のフィードバック
 育成のメカニズムは、業務範囲の拡大、ジョブローテーション、能力開発

研修、モチベーション対策などの必要性に対処する
説明

取組のタイト
ル

主な目的

1. 人材の発掘及び育成



HIDA/AOTSプログラムから学んだことの実践

 2015年から2018年の期間に、ユニークな人材229名を発掘
 30名がラインから中間管理職に昇格

結果
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新しい職種に就く人材に対し、職場とその文化に適応できるようサ

ポートする

HIDA/AOTSプログラムから学んだことの実践

SPLで新しい職種につく人材のためのバディプログ
ラム

 「バディ」は新人と同じ部署の社員との接点となる
 バディは指導やサポートを行い、新人が抱える問題を解決する
 期間：新しい職種についてから30日間

 2016年6月以降、398名の新人がこの取組の対象となった
 配属当初からSPLに強い帰属感を持ってもらうことができた

取組のタイト
ル

主な目的

結果

バディプログラム

2. キリン・メンタリングプログラム

説明



業務及び自己開発の結果をもたらす目標を共に模索する

HIDA/AOTSプログラムから学んだことの実践

2. キリン・メンタリングプログラム

SPLの全人材に対するメンタリングプログラム

 人材はSPL社内のどの部署からでもメンターを選ぶことができる
 公式の目標が達成できた後も二人の関係は続き、非公式にお互いを

サポートしあうことができる

 2018年及び2019年で73名の人材がメンターシップに参加した
 人材の流出を防ぎ、転職率を下げ、効率アップにつながった

説明

取組のタイト
ル

主な目的

結果

メンタリングプログラム



HIDA/AOTSプログラムから学んだことの実践

説明

SPLの労働組合の執行委員会と参加委員会は
それぞれ以下の責任を負う：

a.生産目標の設定、生産性の向上、無駄の削減、製品の品質向上について
互いに話し合う

b.安全で活気ある職場環境、規律、安全、職務上の健康、職場の環境を目指
し、互いの信用・信頼を強化する

c.業績アップを基準に二年ごとに賃金の見直しを行うことについて、互いに協
力して建設的な対話を行う

d.従業員の家族向けイベントを行い、従業員間の関係向上に努めると共に、
福祉サービス（子供の教育奨学金、住宅ローン）をさらに充実させる

3. 労働組合や参加委員会との建設的な関係



社長同席の労働組合と経営陣の話し合い



HIDA/AOTSプログラムから学んだことの実践

労働組合による2020年の目標設定



現場、5S、カンバン、カイゼン、見える化の技法など、
日本の経営システムを浸透させる

HIDA/AOTSプログラムから学んだことの実践

ガジプルの工場において「プロダクティビティユニット」
を導入する

 カイゼン研修を毎月実施する
 部門をまたぐ8つの継続的なカイゼンチームを結成する
 従業員から成る複数の品質管理チームを立ち上げる

品質と生産性を高め、コストと配達時間を低減し、従業員
の安全意識とモラルを高めることができた

説明

取組のタイト
ル

主な目的

結果

4. 日本の経営システムを導入する



HIDA/AOTSプログラムから学んだことの実践

棚にラベルを貼ることで目的の
場所を見つけやすくする

フォルダーに正しいラベルを
貼ることで探す時間を短縮

する

印をつけることでファイルの紛失と置き間違いを防ぐ

MMIC部門における5S



HIDA/AOTSプログラムから学んだことの実践

5S以前 5S以前 5S以前 5S以前

5S以降5S以降 5S以降 5S以降

旋盤機シフタ
ー 切削機シフター

技術作業室での5Sの実施



HIDA/AOTSプログラムから学んだことの実践

 カイゼンチームのプロジェクトはすべて以下の3つのカテゴリーに分類され、生産性部署
のカイゼンダッシュボードに掲示される：未着手・作業中・作業完了プロジェクト

カンバン
（看板）



HIDA/AOTSプログラムから学んだことの実践

様々なカイゼンツールの実施状況
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月次カイゼン研修

2年間で50回以上の研修を実施



HIDA/AOTSプログラムから学んだことの実践

03

従業員の伝統的な意識の改革

解決策：コミュニケーション、研修、デモンストレーションを継続し、労働組合
や参加委員会と協力する

02

01

室内での研修を行う

解決策：作業場での現場研修を実施すると共に、細かく指導できる施設を導
入する

数々の活動を管理し、進捗状況を手作業でチェックする

解決策： ソフトウェアソリューションの継続的改善

課題



ありがとうございました


